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＜連絡事項＞
・特記事項なし。
＜患者様連絡事項＞
・久芳　実都様～4/26西病棟Aユニットへ移動。
・吉田　浩様～療養環境変更目的にて南病棟Aユニットから東病棟Bユニットへ転入。(明日Cユニットへ移動予定。)

・蒔苗　美雄様～本日、入院時検査実施。明日、南病棟へ転出予定。

・砂場　清治様～本日、妙光苑へ外泊。施設職員より架電あり、4/28(土)16:00帰院予定としていたがスタッフの都合のため、4/28(土)14:00帰院へ変更となる。
・吉田　浩様～5/1(水)14:00～介護認定調査実施予定。

・太田　榮美子様～本日排便4日ないため、馬渡Drへ報告し、センナリド2T　1回分処方となる。

・澤村　よしゑ様～毎日シンラックを服用しているが排便確認できていない。本日排便4日ないため、馬渡Drへ報告。本日もシンラックにて対応するよう指示。

・栃木　春子様～持参薬のシンメトレルを朝・夕服用から朝のみへ変更となっている。また、便秘時の指示追加となっている。

・泉山　紀子様～馬渡Drより退院の許可は出ている。家族へ相談し、施設入所を希望するのであれば施設入所を進めていく。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・木村　格治様～終日隔離継続中。昨日よりパッチ止めとなっているが今のところ、飲み薬で大丈夫と本人話している。自己中心的な発言聞かれており、要求が通らないことで易怒的となる。開放観察実施しているが自室にて過ごされており、トラブルはなく経過。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離継続中。食事・間食前後にドア蹴りみられている。奇声を発することや興奮はなく経過している。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・柏山　知也様～終日隔離中。開放観察実施中。本日より午前・午後2時間ずつの開放観察へ変更となっている。開放観察中は他者との交流みられ、落ち着いて過ごす事できている。表情の乏しさあり。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・藤井　崇史様～終日隔離中。飲水要求多く聞かれており、声高さあり。介入には聞き入れできずにいる。対面時の威嚇行為はない。引き続き、精神症状の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
・袴田　将志様～20：00～6：00時間隔離中。多弁・妄想発言はないが、スタッフへ話しかけている際、無表情。多飲水行動はない。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介入行っていく。
＜要注目患者様＞
・上村　節子様～バイタルサインは異常無し。食事は1/2程度摂取。介入時の拒否なく穏やか。本日より点滴2本へ変更となっている。午後よりファミリークリニック小倉Dr診察、ファミリークリニックでの往診は市外であるため難しいとのこと。
・瀬川　高雄様～本人希望にて昨日、部屋移動行っているが同室者が合わないと不穏となることあり。9:50不穏時リスぺリドン内容液(2)1P服用している。本人の話を傾聴することで落ち着いている。また、本人より、嗜好品の要求頻回に聞かれ、都度説明している。
・吉田　様～訴え多く、不穏時リスぺリドン内容液(0.5)1P服用している。以後、訴えはあるが介入にて落ち着くことできている。
・蒔苗　美雄様～帰宅要求あり、ドアを弄り、破損させる行為があり、12:50クエチアピン(12.5)1T服用している。

＜田名部Dr　診察情報＞
・岡田　由太郎様～本日昼よりハーフ食+エプリッチへ変更となる。
・平野　稔様～臨時薬は同内容で7日分処方。本人希望にて本日昼よりご飯大盛へ変更と
なっている。また、4/27～4/28で外泊希望あるため、兄様へ確認。兄様は

まだ不安があるとのことで保留となっている。
・小笠原　久年様～診察時も幻聴に関する訴え聞かれている。本人より4/30外泊希望あるため、母様へ確認行っていく。

・酒田　朋紀様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。主治医より、アルコール治療プログラムを進めるよう指示。

・江刺家　キヨ様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。

・高橋　ミイ子様～臨時薬は同内容で7日分処方。

・松本　好子様～臨時薬はテトラミド10mg追加となり、7日分処方となる。

・服部　英喜様～臨時薬はノイロビタン→フルスルチアミンへ変更となり、7日分処方となる。

・五戸　岩雄様～臨時薬は同内容で7日分処方となる。

・澤村　彬様～ストラテラ100mg→120mgへ増量となり、7日分処方となる。

・袴田　将志様～臨時薬は薬剤調整し、7日分処方となる。
＜皮膚科診察情報＞

・服部　英喜様～両前腕に引っ掻き傷あり、デルモゾールDP塗布の指示。他は同処置。
・三浦　幹様～両踵部出血あるため、ソフラチュール+アズノール塗布へ変更。

＜入院患者様＞
氏　　名：宮崎　榮子（みやざき　えいこ）様(94)　女性
生年月日：昭和10年3月10日　94歳

病　　名：アルツハイマー型認知症
病　　棟：東Cユニット

主治医　:深澤Dr

入院形態：医療保護(当院2回目)
（経過）

H30.2.29当院退院後は有料老人ホームあおい入居。当院への定期的な外来通院を行っていた。徘徊や不眠がある為、薬物調整を実施。4月上旬より多飲水があり、H30.4.12当院へ相談。一日の水分量を2Lとして様子をみていたが口渇、全身の痺れ、身体の傾きから座位も保持できない状態となった。徐々に座位での傾きは改善したが、歩行時のふらつきは継続しており、身体に内出血もあり転倒している様子。夜間歩き回る為、睡眠は2～3時間程度。孫様より、薬剤調整の為当院にて入院治療の希望があり、H30.4.26当院2回目の入院となる。
・LTセットBプラン

・オムツプラン①
